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便利な機能、その他の機能（つづき）
手動内部洗浄を行う（本体内部を温める）
内部洗浄を行うと、本体内部が温まるので、より熱いコーヒーをいれるのに効果的です。

     電源を入れて、コーヒーを抽出でき
る状態（2つの抽出ランプが点灯）
にする

    大きめの容器を抽出口の下に置く

     ボタンを押す
のランプが点滅し、内部洗浄が始まります。

のランプが消灯すると、2 つの抽出ランプ
が点滅し、抽出口からお湯が出ます。

2つの抽出ランプが点灯に変わり、お湯が止
まると、内部洗浄は完了です。
容器のお湯は捨ててください。

自動で電源が切れるまでの時間を設定する（オートオフ機能）
何も操作しない時間が続いたときに、自動的に本体の電源が切れるまでの時間を設定します。
お買い上げ時には、2 時間後に電源が切れるように設定されています。
オートオフ機能は解除できません。
オートオフ機能で電源が切れるときも、自動内部洗浄が行われ、抽出口から熱湯がでますので、ご注意ください。

       本体背面の主電源スイッチが「入」、
電源「切」の状態にする

      

現在の設定によって、点灯するアイコンの数
は変わります。
3 時間に設定されている場合は のランプも
点灯します。

   ボタンを押して、電源が切れる
までの時間を選択する

ボタンを押すたびに、点灯するアイコン
の数が変わります。

15 分

30 分

1 時間

2 時間

3 時間

ボタンを押す
アイコンが消灯して、設定が完了します。

ボタンをアイコンが点灯するまで
長押しする
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消費電力を抑える（節電機能）
節電機能の入／切を設定します。お買い上げ時は、「入」に設定されています。
節電モード中は、待機時の消費電力を抑えるため予熱をしません。

節電モード中にコーヒーを抽出したり、給湯をしたりすると、予熱のため抽出開始まで少し時間がかかる場
合があります。その際はそのままお待ちください。

通常はお買い上げ時の設定「5」のままお使いください。

       本体背面の主電源スイッチが「入」、
電源「切」の状態にする

      ボタンをECOアイコンが点灯ま
たは点滅するまで長押しする

         豆ホッパーふたを取り外す

        コーヒーを抽出する

     
が作動中）に、グラインダーノブを
1目盛りだけ回す

細
粗

     ボタン押して、節電機能の「入」
／「切」を選択する

ボタンを押すたびに、点灯／点滅が切り
替わります。

節電機能
「入」

点灯

節電機能
「切」

点滅

ボタンを押す
アイコンが消灯して、設定が完了します。

コーヒーが抽出されない、また
は抽出が極端に遅い
7（粗い）方向に1目盛り、時計回り
に回す

コーヒーが薄い、またはもっと
クリーミーにしたい
１（細かい）方向に1目盛り、反時計
回りに回す

調整した後は、コーヒーを2杯以上抽出しないと
効果が得られません。2杯以上抽出して効果が得ら
れなかった場合は、もう一度調整してください。

（故障の原因）
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お手入れに関するお願い
	⿟ベンジン・シンナー・アルコール・研磨剤・漂白剤は、使わないでください。（傷、変色の原因）
	⿟たわし類・メラミンスポンジは、使わないでください。（傷の原因）
	⿟食器洗い機・食器乾燥機は使わないでください。（変形の原因）

お手入れ
いつも清潔な状態で使用するため、こまめにお手入れすることをおすすめします。

毎日のお手入れ

カス受けにたまったカスを捨てる

本製品では、抽出杯数を自動でカウントし、この作
業でリセットする仕組みになっています。必ず電源
が入っている状態で捨ててください。

       電源を入れた状態でトレイを取り外す

      カス受けのカスを捨てる

 カス受けをトレイに取り付け、トレ
イを本体に戻す

豆ホッパーに残った豆は

豆ホッパーふたには、ある程度の遮光性と密閉性があるため、残った豆はそのまま豆ホッパー内に入れてお
いてかまいませんが、3 日以内にお使いいただくことをおすすめします。
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ミルクフロッサーの汚れを取る

       電源を入れて、コーヒーを抽出できる
状態（2つの抽出ランプ点灯）にする

      ミルクフロッサーの下にカップを置く

   スチームノブを「I」の位置まで回す
ミルクフロッサーからお湯がでます。

 お湯を数秒間出したら、スチームノ
ブを「〇」の位置に戻す

カップを抽出口の下に置く

ボタンを押す
自動内部洗浄が行われて抽出口からお湯が出
た後、電源が切れます。

スチーム管が冷えるまで、2～3分
待つ

フロッサーを反時計回りに回して
ロックを外し、下に引いて取り外す

お湯を出した直後は、スチーム管が熱く
なっているので、冷えるまで待ってから
取り外す（やけどの原因）

スチームノズルを下に引いて取り外す

      フロッサーとスチームノズルを水洗
いする

 フロッサー、スチームノズル、スチー
ム管の穴や溝が汚れている場合は、
爪楊枝など先の細いもので取り除く

 スチームノズルをスチーム管に取り
付ける
スチーム管先端の溝に、スチームノズル内部
の突起がはまるように取り付けます。
スチーム管のOリングを破損・紛失しないよ
うにしてください。

Oリング

突起

 フロッサーをスチーム管に取り付ける
フロッサーの切り欠き部分に、スチーム管背
面の突起がはまるように取り付け、最後まで
差し込んだら、時計回りに回して固定します。

①

②突起

切り
欠き



お手入れ（つづき）
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トレイ、カップ受け、カス受け、水滴受けを洗う 

水タンクを洗う 

       電源を切る

      トレイを取り外す

   水滴受けを取り外す

      電源を切る

     水タンクを取り外す

  食器用洗剤で洗い、よくすすぐ

 それぞれを水洗いする

乾いたら本体に戻す

水タンク外側の水分を拭き取り、乾
いたら本体に戻す

この作業は、電源を切った状態で行ってください。

この作業は、電源を切った状態で行ってください。

抽出口を掃除する 本体内部を掃除する

本体背面の主電源を切って行ってください。
固く絞った濡れ布巾で拭きます。抽出口が詰まって
いる場合は爪楊枝などを使って取り除きます。

    

本体背面の主電源を切って行ってください。
本体内部のコーヒー粉は、付属のクリーニングブラシ
や固く絞った濡れ布巾を使って取り除いてください。

    

水タンクの取り扱いにご注意ください。
	⿟背面の給水口が破損すると、水漏れの原因になります。
	⿟水タンク内の部品が外れないようご注意ください。動作不良の原因になります。

突起

カス受けの取り扱いにご注意ください。
背面の突起が破損すると、カス受けが認識
されない原因になります。
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抽出ユニットを洗う 

       本体背面の主電源スイッチが「切」
になっていることを確認する

      水タンクを取り外す

   抽出ユニットふたを、「PULL」と書
かれた部分を手前に引いて開く

 抽出ユニットを取り出す
赤いボタン（2箇所）を内側に押し込みなが
ら手前に引いて取り出します。

抽出ユニットが縦向きになっていて取り外せ
ない場合は、本体背面の主電源スイッチを一
度「入」にしてください。抽出ユニットが取
り外せる向きになったら、主電源スイッチを
再度「切」にしてください。

抽出ユニット上部を流水で洗う

銀色のフィルター部分やレバーの周りなどに
残ったコーヒー粉を洗い流します。
洗った後は、完全に乾かしてください。
フィルターや伸縮部に塗布されたグリースは、
食品機械用潤滑剤です。完全には洗い流さな
いでください。

洗剤を使ったり、食器洗い機で洗ったり、
水に浸けたりしない（故障の原因）

付属のクリーニングブラシで、抽出ユ
ニット受け部周辺のカスを取り除く

次のページへつづく

1 カ月に 1回のお手入れ

本体背面の主電源を切って行ってください。

1週間以上使用しなかった場合も、同じお手入れをしてください。

レバー

抽出ユニット
受け部
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水洗いした後、よく乾かし
てから本体に戻します。

本体背面の主電源を切って行ってください。
パウダー投入口に残ったコーヒー粉を、付属のク
リーニングブラシで取り
除いてください。
豆ホッパーは、乾いた
布巾で拭いてください。

お手入れ（つづき）お手入れ（つづき）
抽出ユニットの円筒部分を、抽出ユ
ニット受け部にはめる

「PUSH」と表示されている部分を押
して、カチッと音がするまではめ込む
はめ込みにくい場合は、赤いボタン（2 箇所）
を軽く押しながら押し込んでください。

はめ込んだ後に、赤いボタンが押し込まれた
ままになっている場合は、抽出ユニットが正
しく取り付けられていません。一旦取り出し
てから、取り付け直してください。

抽出ユニットふたを閉め、水タンク
を取り付ける

豆ホッパー、パウダー投入口を掃除する 豆ホッパーふたを掃除する

抽出ユニットの伸縮動作が固くなってきたら

銀色のフィルター部分を指で押し込んだときの伸縮動作が固くなってきたら、抽出ユニット用グリース
を塗布してください。そのまま使用を続けると故障の原因となります。

	⿟抽出ユニット用グリースは、お求めの販売店または当社オンラインショップでお求めください。（41 ページ）
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内部のコーヒー抽出経路

本体表面、電源プラグ・コード 

手動内部洗浄を行って、コーヒー抽出経路を洗浄します。（28ページ）
抽出用にミネラルウォーターや浄水器の水をご使用の場合、週に1度、水道水を水タンクに入れて内部洗浄
を数回行うことをおすすめします。
2日以上使用しなかったときは、手動内部洗浄を2～3回行うことをおすすめします。

水洗いはできません。
汚れたときは、固く絞った濡れ布巾で拭きます。汚れがひどい場合は、少量の食器用洗剤をつけた布で拭い
てから、濡れ布巾で洗剤をよく拭き取ってください。

必要に応じてのお手入れ
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石灰（白い付着物）を除去する
ご使用にともない、水の石灰質が徐々に内部管などに付着します。石灰が付着した状態で使用を続けると、
故障の原因になります。
石灰の除去が必要な時期になると、 （除石灰）ランプが点滅してお知らせします。以下の手順で、石
灰の除去を行ってください。
石灰の除去作業（所要時間 30 分程度）は中断できません。時間の余裕をもって行ってください。

         水タンクに水を入れ、本体にセット
する

       電源を入れ、自動内部洗浄が終わる
まで待つ（15 ページ）

  水タンクを取り外し、空にする

   付属の除石灰剤を水タンクの「A」
の位置まで入れる（約 100mL）

水を「B」の位置まで入れる（約 1L）

除石灰剤を
Aの位置まで

水をBの
位置まで

   水タンクを本体に取り付ける

     ミルクフロッサーの下に1.8 L 以上
の空の容器を置く

1.8L 以上の
 空の容器

         （内部洗浄／除石灰）ボタン
を、 のランプが点滅するまで長押
しする

（除石灰）ランプが赤く点灯します。

       スチームノブを「I」の位置まで回す

のランプが消灯し、洗浄が始まります。
洗浄中は、自動でミルクフロッサーからお湯
が出たり止まったりします。
約 20 ～ 25 分すると水タンクが空になり、 
のランプと （給水）アイコンが点滅します。

 スチームノブを「〇」の位置に戻す
のランプが消灯します。

1. 準備する 2.  洗浄する



37

         ミルクフロッサーの下に置いた容器
を空にし、再度ミルクフロッサーの
下に置く

       水タンクに水を入れる
水タンクを取り外して水でよくすすぎ、「MAX」
の位置まで新しい水を入れ、本体に取り付け
ます。

のランプが点滅します。

除石灰剤は入れないでください。

3. すすぐ

  スチームノブを「I」の位置まで回す

のランプが消灯し、ミルクフロッサーから
お湯が排出されます。水タンクの水がなくな
るまで、そのままお待ちください。
すすぎが終わると、 のランプが点滅します。

   スチームノブを「〇」の位置に戻す
（除石灰）ランプと のランプが消

灯します。
スチームノブを閉じてしばらく経ってもラン
プの点滅が消えない場合、何らかの理由で除
石灰作業が完了していません。すすぎの手順
をやり直してください。

 ●除石灰剤が必要な場合は、お求めの販売店または当社オンラインショップでお求めください。（41ページ）

る
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去
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を
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灰
石

石灰の除去の時期をお知らせする頻度は、設定した水硬度レベルや抽出するメニューによって変わります。レベル
を低く設定すると少なくなり、高く設定すると多くなります。

水硬度レベル 1 2 3 4

石灰除去の頻度

ヒント 石灰除去の頻度について

少ない
（軟水）

多い
（硬水）
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ランプ表示一覧

表示 説明 対処のしかた

水タンクの水が不足しています。 水タンクに水を入れ、しっかり本体に取り
付けてください。

水タンクが正しく取り付けられ
ていません。

水タンクをしっかりと本体に押し込んでく
ださい。
水タンク背面上部の突起が破損していない
か確認してください。（10 ページ）

カス受けがいっぱいになってい
ます。　

コーヒーカスを捨ててください。
※カス受けが満杯になっていなくても、 が
　点滅したら必ずカスを捨ててください。（30
　ページ）

カス受けが正しく取り付けられ
ていません。

カス受けを正しい位置に取り付けてください。
カス受け背面下部の突起が破損していない
か確認してください。（9 ページ）

豆ホッパーのコーヒー豆がなく
なりました。

豆ホッパーにコーヒー豆を入れてくださ
い。

パウダー投入口（内部）が詰まっ
ています。

付属のクリーニングブラシでパウダー投入
口をお手入れしてください。（34 ページ）

コーヒー豆の量が多すぎます。 コーヒー豆の量を少なく調整してくださ
い。（17 ページ）

コーヒー粉の量が多すぎます。 コーヒー粉の量を減らしてください。　
（17 ページ）

パウダー投入口にコーヒー粉が
入っていない状態で、コーヒー
粉からの抽出が選択されていま
す。

パウダー投入口にコーヒー粉を入れてくだ
さい。（17 ページ）
コーヒー豆を使うときは、豆量調節つまみ
を MIN ～ MAX の間に戻してから、抽出
ボタンを押してください。（18 ページ）

豆の挽き具合（粒度）が細かす
ぎて、抽出が遅い（またはされ
ない）状態です。

グラインダーノブを粗いほう（時計回り）
に１目盛り回してください。（29 ページ）

本体の水経路に空気が入ってい
る状態です。（大きな音がする）

スチームノブを「I」まで回し、お湯が出るま
で給湯してください。（13、27 ページ）

抽出ユニットの動作不良などが
考えられます。

①本体背面の主電源スイッチを一旦「切」
にし、約 5 秒後に再度「入」にしてください。
②抽出ユニットを取り付け直してください。上
記の手順を行っても解決しない場合は、当
社（42 ページ）までご相談ください。

抽出ユニットが取り付けられて
いません。

抽出ユニットを正しく取り付けてください。
（33、34 ページ）

石灰を除去してください。 石灰の除去を行ってください。
（36 ページ）

アイコンの点灯や点滅の意味と対処方法を説明します。
	⿟右図は下表のイラストにあるアイコンの「点滅」
と「点灯」の見分けかたです。

点滅 点灯
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故障かな ?
症　状 考えられる原因 対処のしかた

コーヒーがぬるい

エスプレッソの温度は67～70℃前後が理想とされています。一般的なドリップコーヒー
（85℃前後）と比べてぬるく感じることがありますが、異常ではありません。

カップが温まっていない い。（27ページ）

本体内部が温まっていない 手動内部洗浄を行い、本体内部を温めてく
ださい。（28ページ）

抽出温度の設定が低い 抽出温度を「レベル3」や「レベル4」に設
定してください。（27ページ）

コーヒーがクリーミーで
ない
（クレマがない／少ない）

抽出が早すぎる

出
抽
の
ら
か グラインダーノブを細かいほう（反時計回

り）に 1 目盛り回してください。　　
（29ページ） 

適切な豆を使用していない 新鮮なエスプレッソ用の豆を使用してくだ
さい。（7ページ）

出
抽
の
ら
か

コーヒー粉の量が少なすぎる コーヒー粉の量を増やしてください。（最大：
計量スプーン山盛り1 杯）

適切なコーヒー粉を使用していない

抽出が遅い
（ポタポタとしか抽出さ
れない）

抽出されない

抽出口や抽出ユニットが目詰まりを起こ
している

抽出口や抽出ユニットのお手入れをしてく
ださい。（32～ 34ページ）

出
抽
の
ら
か 豆量調節つまみをMIN のほう（反時計回り）

に回してください。（18ページ）

グラインダーノブを粗いほう（時計回り）
に1目盛り回してください。（29ページ）

出
抽
の
ら
か コーヒー粉の量が多すぎる 投入するコーヒー粉の量を減らしてください。

電源が「切」のときにコーヒー粉
を投入した

内部に粉が飛び散るため、本体内部および
抽出ユニットのお手入れを行ってから再度
抽出してください。（32～ 34ページ）

カフェ・ジャポーネ抽出
中に音がする

カフェ・ジャポーネは、エスプレッソとは違った方法で抽出します。
故障ではありません。

カス受けをお手入れして
も の表示が消えない

カスを捨ててからすぐにカス受けを取り付けると は消えません。
10秒程度待ってからカス受けを取り付けてください。

大きな音がして、抽出口か
らコーヒーなどが出ない 本体の水経路に空気が入っている 給湯機能でお湯を出してください。　　

（27ページ）

左右の抽出口から出る
コーヒーの量が違う

片方の抽出口が詰まっている 抽出口をお手入れしてください。　　　
（32ページ )

本体が水平に設置されていない 水平に設置してください。

コーヒーを抽出中、トレ
イに水がたまる

コーヒーを抽出中に、トレイ側に水が漏
れている 当社へご連絡ください。（42ページ）
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故障かな ?（つづき）
症　状 考えられる原因 対処のしかた

スチームノブを「I」の 
位置に回してもスチーム
が出ない

水タンクに水がない 水タンクに水を入れてください。

スチームノズルが目詰まりしている フロッサーとスチームノズルをお手入れし
てください。（31 ページ）

のランプが点滅してから 30 秒以上経
過した

もう一度 ボタンを押して、 のランプが
点滅したら、スチームノブを「I」の位置へ
回してください。（20 ページ）

スチームが水っぽい スチームの予熱が完了していない のランプが点滅してから、スチームを
出してください。

スチームが急に出なく
なる

スチームを出し始めて３分が経過したため、
安全装置が作動し、スチームが止まった

スチームノブを「〇」の位置に戻してくだ
さい。

水タンクに水がない 水タンクに水を入れてください。

ボタンを押しても    
電源が入らない

電源プラグがコンセントに差し込まれて
いない

電源プラグをコンセントに差し込んでくだ
さい。

本体背面の主電源スイッチが「切」になっ
ている

本体背面の主電源スイッチを「入」にして
ください。（10 ページ )

ボタンを押すとすぐに
が点滅し続ける

スチームノブが「I」の位置にある状
態で ボタンを押した

スチームノブを「〇」の位置まで回してく
ださい。

お手入れの際、           
抽出ユニットが          
取り外せない

本体の電源が「入」の状態で取り外そう
とした

抽出ユニットは、電源が「切」のときのみ
取り外すことができます。本体の電源を「切」
にしてから取り外してください。（33ページ）
※	無理に取り外そうとすると、故障の原因

になります。

石灰の除去をしても    
除石灰ランプが点滅する

洗浄やすすぎが完了していなかった 水だけで石灰の除去を繰り返し行ってくだ
さい。（36 ページ）
※	石灰の除去の際は、お湯の排出・停止を

自動的に繰り返します。途中で電源を切った

電源を「入」にした後に
が点滅する

カス受けのお手入れ後、最初のコーヒー
抽出から 72 時間以上経過した

カス受けをお手入れしてください。
※	衛生のため、お手入れ後、最初のコーヒー

抽出から約 72 時間後に が点滅しま
す。本体背面の主電源スイッチを「切」
にすると 72 時間のカウントはリセット
されます。

グラインダーにコーヒー
豆が引き込まれない 油分の多いコーヒー豆を使用している

油分によって豆が豆ホッパーに付着してしま
い、グラインダーに引き込まれないときは、
豆ホッパーを乾いた布巾で拭いてくだい。

牛乳の泡立ちが悪い
II

フォームミルクがうまくできない

鮮度、温度、種類ともに不適当な牛乳を
使用している

新鮮で冷えた成分無調整／乳脂肪分 3.0％
以上の牛乳を使ってください。（7 ページ）

泡立て用の器（ミルクジャグ）の形が適切
ではない

口径が小さく深めのもの（金属製）を使って
ください。（7 ページ）

フロッサー、スチームノズルの穴が目詰ま
りしている

フロッサーとスチームノズルのお手入れをし
てください。（31 ページ）

スチーム管の O リングが破損または欠損
している

新しい O リングに取り替えが必要です。
お求めの方法は、当社へご連絡ください。

（42 ページ）



41

）
き
づ
つ
（
？
な
か
障
故

様
仕

製品名称 デロンギ マグニフィカS 全自動コーヒーマシン

型式番号 ECAM22112

定
格

電圧／周波数 100V／50-60Hz

消費電力 1450W

外形寸法（約） 幅238×奥行き430×高さ350（mm）

質量（約） 9.5kg

水タンク容量 1.8L（MAXの目盛り）

豆ホッパー容量 250g

豆量設定（約） 1杯抽出：6～11g、2杯抽出：10～14g、カフェ・ジャポーネ：12～20g

コーヒー粉使用 使用可（最大量：計量スプーン山盛り1杯）

コーヒー抽出量

メニュー 1杯抽出 2杯抽出

コーヒー 初期設定　約30mL
（設定範囲　約20～180mL）

初期設定　約60mL
（設定範囲　約40～360mL）

カフェ・ジャポーネ 約120mL
（設定不可）

約240mL
（設定不可）

カス受け容量 最大20杯分
ポンプ圧 15気圧
グラインダー コーン式コーヒーグラインダー
付属品 計量スプーン、コーヒーマシン用除石灰剤、水硬度チェッカー、クリーニングブラシ

※待機電力は約0.2Wです。

仕様

別　売　品

• 抽出ユニット
• 抽出ユニット用グリース
• 水硬度チェッカー
• コーヒーマシン用除石灰剤（２個入り）［型番：DLSC200］
• コーヒーマシン用除石灰剤（500mLボトル）［型番：DLSC500］
• エコマルチクリーン［型番：DLSC550］
※ 乳成分の除去に最適な洗剤

• ミルクジャグ（350mL）［型番：DLSC060］
• ミルクジャグ（500mL）［型番：DLSC069］

お求め方法 

▲

お買い上げの販売店または当社オンラインショップでお求めください。
オンラインショップURL 

▲

http://shop-casa-delonghi.com
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アフターサービス
1)使用中に異常（★）が生じた場合
	 ただちに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。その後、「ランプ表示一覧」       
「故障かな？」（38 ～ 40 ページ）で調べても正常に機能しない場合は、お求めの販売店または当社     
（下記）にご相談ください。

2）�万一、故障／損傷した場合は、保証書に記載されている販売店に	
1. お買い上げ日　2. 製品名と型式番号　3. 故障の状況を連絡のうえ、修理を依頼してください。 

3）補修用性能部品の保有期間について
 当社では、この製品の補修用性能部品について、最終輸入日を起点に5年間保有しております。
※�補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

4）�まごころ点検について
�保証期間（1年）が過ぎて、少しでも気になる点がございましたら、安全のために専門
技術者による点検（お預かり）をおすすめします。点検の依頼および料金などにつきま
しては、下記までお問い合わせください。

5）再資源化システムについて
ご不要になった製品は、当社が費用を負担し、素材ごとに分別、再資源化いたします。

送料について：�送料はお客様のご負担（元払い）となります。あらかじめご了承ください。
梱包について：�製品の入っていた箱（元箱）に入れてお送りください。元箱がない場合

は、段ボール箱に入れるか、エアーパッキンにくるんでください。
※�修理や点検と区別するため、外箱または送り状に、必ず「再資源化」と明記してください。
※送付先については、お電話またはホームページ（下記）でご確認ください。

以上、アフターサービスについてご不明の点がございましたら、お求めの販売店または下記までお問い合わせ
ください。

・電源プラグ・コードが変形、破損している
・本体に強い衝撃を与えた
・取扱説明書どおりに使用しているのに、正常に機能しない

・使用中、電源プラグ・コード、コンセントが
異常に熱くなる
・本体に水などの液体をこぼした

〈★以下のような場合には、点検および修理が必要です〉

（受付時間

▲

土、日、祝日を除く毎日9:30〜17:00）

〒201-0012　東京都狛江市中和泉5-33-37

Tel.0120-804-280／Fax.0120-956-020

（受付時間

▲

土、日、祝日を除く毎日9:30〜18:00）デロンギ お客様サポートセンター

	 ※修理品の送付先については、お電話またはホームページ（下記）でご確認ください。
	 ※修理品を送付する場合は、必ず故障の状況を記載したメモと、保証期間内の場合は保証書を同封してく

　ださい。
	 ※本製品のメーカー保証範囲は保証規定によります。保証期間を経過した製品についても、お問い合わせ

　や有償での修理をうけたまわります（補修用性能部品保有期間内）。
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保証書 ご販売店さまへ、※印欄は必ずご記入ください。 持 込 修 理
製品名：デロンギ マグニフィカS 全自動コーヒーマシン

型式番号：ECAM22112

お
客
様

ご氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　様 TEL：　　　　　　－　　　　　　－

ご住所：〒　

販
売
店

※店名・住所・TEL：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

※お買い上げ日： 年　　　 月　　　 日 保証期間：お買い上げ日より1年間 保証対象：本体

保証規定

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した
場合に、本書記載内容の範囲で無料修理を行うことを
お約束するものです。
1.  お買い上げの日から表記期間中故障が発生した場合
は、本書と購入証明 (レシート、領収書、配送伝票
でも可）をご準備の上、下記までご連絡ください。
お買い上げ販売店独自の保証やその他サービスが
ある場合は販売店へご相談ください。

2.  ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談
ください。

3.  ご贈答品などで本保証書に記入しているお買い上げ
の販売店にご相談ができない場合には、下記に直接
ご連絡ください。

4.  次のような場合には、保証期間内でも有料修理にな
ります。なお、有料修理の場合の送料はお客様のご
負担となりますので、ご了承ください。
イ . 本書のご提示がない場合
ロ . 使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故
障・損傷

ハ . お買い上げ後の取付場所の移動、落下、輸送など
による故障・損傷

ニ . 火災・公害・塩害・ガス害（硫化ガスなど）・
異常電圧・定格外の使用電源（電圧、周波数）
および地震・雷・風水害、その他天災地変など
外部に原因がある故障・損傷

ホ . 一般家庭用以外（例えば業務用、車両、船舶へ
の搭載）に使用された場合の故障・損傷

ヘ . 購入証明 (レシート、領収書、配送伝票でも可）
が無く、お買い上げ日、お客様名、販売店名が
確認できない場合、あるいは字句を書き換えら
れた場合

ト . 消耗品が損耗し、取り替えが必要な場合
チ . 付属品および本体から取り外せる部品の破損・　
紛失

5.  修理に際して代替部品に交換する場合があります。 
この場合、交換した部品は弊社が任意に回収のうえ
適切に処理、処分させていただきます。

6.  故障状態、その他の事情により、修理に代えて同機
種での製品交換、または同等能力を有する他機種へ
の交換となる場合があります。

7.  故障によりお買い上げの製品が使用できないことに
よって生じた損害については補償いたしません。

8.  本書は日本国内においてのみ有効です。
    (This warranty is valid only in Japan.)
9.  本書は再発行いたしませんので大切に保管してくだ
さい。

●  この保証書は、本書に記載されている期間、条件の
もとにおいて無料修理をお約束するものです。した
がってこの保証書によって、お客様の法律上の権利
を制限するものではありません。保証期間経過後の
修理についてご不明の場合は、お買い上げの販売店
または、下記にお問い合わせください。

●  補修用性能部品の保有期間につきましては取扱説明
書「アフターサービス」をご覧ください。

お客様にご記入いただいた保証書の写しは、保証期
間内のサービス活動およびその後の安全点検活動の
ために、記載内容を利用させていただく場合がござ
いますので、ご了承ください。

デロンギ・ジャパン株式会社
TEL.0120-804-280　　〒201-0012　東京都狛江市中和泉5-33-37

※この取扱説明書に記載されている連絡先の名称、電話番号、所在地、営業時間は変更することがありますのでご了承ください。
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